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Ⅴ-3-1-4-1 原子炉圧力容器内部構造物の応力解析の方針 
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5.4.2 

(1) 

応力計算に使用する計算機コ ー ド

ABAQUS 

有限要素法による汎用解析コ ー ドである。 l

(2) NASTRAN

有限要素法による汎用解析コ ー ドである。 1

5.4. 3 応力の分類

応力の計算結果は，表 5-1 の応力の分類方法に従って分類して，各応力計算書に示す。

なお，ABAQUSによる応力計算結果の応力分類処理方法を添付5に示す。
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5. 5

5. 5. 1

応力の評価

主応力

5.4 節で計算された応力は，応力の分類ごとに重ね合わせ，組合せ応力を求める。

組合せ応力は，一般にat, ac, ar, てtR, てRr' てrt の6成分をもつが，主応力aは，

引用文献(1)の1·3·6項により，次式を満足する3根al, a2, a3 として計算する。

a3- (at+ac十 ar)• a 2+ (at ・ ac+ a R ・ ar+ a r ・

(J t 一 てtc2

一 てが 一 てrt2)• a ー

(J t ・ aC• a r+ at ・ て記十 <JC• てrt2+a r ・ てt在

-2. てt£ ・ てCr ・ てrt = O

上式により主応力を求める。

5. 5.2

5. 5. 3

応力強さ

以下の3つの主応力差の絶対値で最大のものを応力強さとする。

S 12 = (J 1 - (J 2 

S23 = a 2- a 3 

S 31 = (J 3 - (J 1 

一次応力強さ

設計条件，供用状態C, 供用状態D, 許容応力状態IIIAS及び許容応力状態!VASにおい

て生じる一次一般膜応力及び一次一般膜十 一次曲げ応力の応力強さが，3.6節及び3. 7節

に示す許容値を満足することを示す。 ただし，極限解析による評価を行う機器は，設計条

件，供用状態C 及び供用状態D に対して，一次応力の評価を行う。
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図4-2(2) 原子炉圧力容器内部構造物の運転条件（続）
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図4-2 (3) 原子炉圧力容器内部構造物の運転条件
（原子炉圧力容器内領域図）
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図4-2(4) 原子炉圧力容器内部構造物の運転条件（ジェットポンプ）
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図4-2 (5) 原子炉圧力容器内部構造物の運転条件（給水スパージャ）
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図4-2 (6) 原子炉圧力容器内部構造物の運転条件（高圧及び低圧炉心スプレイスパージャ）
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図4-2 (8) 原子炉圧力容器内部構造物の運転条件（高圧及び低圧炉心スプレイ配管）











表3-3 繰返し荷重の評価に使用する材料の物性値

E a s Ea q Ao Bo 
材料 X 105 X 10―6 X 105

(MPa) (mm/ (mm・℃）） (MPa) (MPa) 
SUS304 
SUS304TP 

3. 1 0. 7 2. 15
SUSF304 
SUS304LTP 
NCF600 3. 1 0. 7 2. 15
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Eo 

q, Ao, 

：運転温度（ に対する縦弾性係数
：運転温度( に対する瞬時熱膨張係数
：設計・建設規格表添付4-2-2の曲線Cに示された1炉回に対応する繰
返しピー ク応力強さ

：設計・建設規格添付4-2に示された縦弾性係数
Bo : 設計・建設規格表PVB-3315-1に示された簡易弾塑性解析に使用する係

数の値
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添付2 外荷重の考え方

1. 蒸気乾燥器

O
H

I
ー
く
ー
I
ー
8
ー

A

◎)
旱
←

N
←
N

2. 気水分離器及びスタンドパイプ

3. シュラウドヘッド

57 


















